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２

　
川
代
小
学
校
は
児
童
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
精
神
を
育
成
す
る
た
め

11
月
25
日
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
「
し
ん
ご
う
」
に
お
い
て
福

祉
体
験
訪
問
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
児
童
24
名
が
大
黒
舞
や
合
唱
を

披
露
し
、
別
れ
際
に
花
束
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
。
集
ま
っ
た
大
勢
の
お
年

寄
り
は
児
童
の
発
表
に
笑
顔
で
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
五
戸
町
商
工
会
主

催
に
よ
る
「
し
ん
ご

う
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ェ

ス
タ
２
０
０
９
」
が

12
月
13
日
、
美
郷
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
フ
ェ
ス
タ
は
３
部

構
成
。
２
部
の
開
会

式
で
は
須
藤
村
長
が

「
県
下
一
の
ク
リ
ス

マ
ス
イ
ベ
ン
ト
に

発
展
す
る
こ
と
を
期

待
す
る
」
と
お
祝
い

の
言
葉
。
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
行
進
に
続
き

新
郷
コ
ー
ラ
ス
等
に
よ
る
ク
リ
ス

マ
ス
ソ
ン
グ
合
唱
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

　
会
場
は
家
族
連
れ
で
大
賑
わ

い
。
ち
び
っ
こ
広
場
、
福
引
き
抽

選
会
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、
カ
ン

ト
リ
ー
ダ
ン
ス
等
趣
向
を
凝
ら
し

た
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
歓
声
を

あ
げ
て
い
ま
し
た
。

　
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
３
部
で
は
三
人

の
サ
ン
タ
さ
ん
が
登
場
。
大
き
な

袋
か
ら
子
ど
も
達
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
手
渡
す
と
「
あ
り
が
と
う
」
の

声
が
響
き
ま
し
た
。

　
平
成
４
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

フ
ェ
ス
タ
は
今
回

で
18
回
目
を
数

え
、
冬
の
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
す
っ
か

り
定
着
し
た
よ
う

で
す
。

　
ク
リ
ス
マ
ス
ツ

リ
ー
コ
ン
テ
ス
ト

の
審
査
結
果
は
次

の
と
お
り
。

◇
新
郷
村
長
賞

㈱
千
葉
貨
物
運
輸

◇
キ
リ
ス
ト
賞

田
中
弘
子

◇
イ
ス
キ
リ
賞

中
里
六
男

◇
マ
リ
ア
賞

老
健
し
ん
ご
う

◇
特
別
賞

▽
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
賞
　
岩
淵
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
　
㈲
え
び
す
屋

▽
ト
ナ
カ
イ
賞
　
川
代
小
学
校
　
新
郷
中

学
校

▽
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
賞
　
戸
来
小
学
校

五
戸
消
防
署
西
分
遣
所

◇
奨
励
賞

佐
藤
昌
智
　
小
坂
建
設
工
業
㈱
　
高
工
㈱

梅
川
た
ば
こ
店
　
カ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
も
り
た

老
健
小
春
び
よ
り
２
号
館
　
し
ん
ご
う
保

育
園
　
し
ん
ご
う
保
育
園
分
園
　
佐
々
木

理
容
所（
西
越
）　
沢
口
商
店

お
年
寄
り
と

　
　
楽
し
く
交
流

あなたに会いたい夜があります　しんごうＸ’ｍａｓフェスタ２００９
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平
成
21
年
第
４
回
新
郷
村
議
会

定
例
会
が
11
月
30
日
か
ら
12
月
４

日
ま
で
開
か
れ
、
議
案
18
件
が
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
平
成
21
年
度
新
郷
村
一
般
会
計

補
正
予
算
は
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
１
、３
８
９
万
５
千
円
を
減

額
し
、
総
額
は
33
億
70
万
１
千

円
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
一
般

会
計
補
正
予
算
は
次
の
と
お
り

で
す
。

・
地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業

設
計
監
理
等
委
託
料

３
、６
８
３
万
円

・
保
育
所
運
営
費

８
７
０
万
円

・
森
林
農
地
整
備
セ
ン
タ
ー
受
託

事
業
費
委
託
費

１
、５
０
０
万
円

・
耐
震
改
修
計
画
策
定
業
務
委
託

６
８
０
万
円

・
Ｊ
│

Ａ
Ｒ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
（
全
国
瞬
時

警
報
シ
ス
テ
ム
）
機
器
購
入
費

９
４
２
万
円

・
中
学
校
地
震
補
強
実
施
設
計
・

監
理
業
務
委
託

１
、０
５
０
万
円

・
新
郷
中
学
校
舎
棟
・
屋
体
棟
地

震
補
強
工
事

３
、４
８
６
万
円

◇
新
郷
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
に
次
の
方
々
が
選
任

さ
れ
、
議
会
の
同
意
を
得
ま
し

た
。
任
期
は
平
成
21
年
12
月
20

日
か
ら
平
成
24
年
12
月
19
日
ま

で
で
す
。

荻
沢
範
雄
氏
（
61
歳
　
扇
ノ
沢
）

崩
　
光
雄
氏
（
71
歳
　
　
崩
　
）

　
12
月
９
日
、

青
森
国
際
ホ
テ

ル
に
お
い
て
東

北
電
力
に
よ
る

第
35
回
中
学
生

作
文
コ
ン
ク
ー

ル
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
入
賞
し

た
野
沢
中
学
校

の
佐
藤
菜
々
子

さ
ん
（
２
年
）、

谷
地
村
冴
希
さ

ん
（
１
年
）が
家

族
と
工
藤
教
諭

と
共
に
出
席
し
、

賞
状
を
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　
「
今
、
伝
え
た
い
こ
と
」
を
テ

ー
マ
に
し
た
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
に

は
東
北
６
県
と
新
潟
県
か
ら
２
３
、

１
１
６
編
が
応
募
。
佐
藤
さ
ん
は

最
優
秀
賞
に
次
ぐ
優
秀
賞
に
県
内

か
ら
た
だ
ひ
と
り
輝
き
ま
し
た
。

作
品
は
「
未
来
へ
つ
な
ぐ
私
の
夢
」

と
題
し
、
南
部
手
踊
り
に
よ
る
福

祉
施
設
訪
問
活
動
を
通
じ
た
自
身

の
心
情
の
変
化
を
丁
寧
に
描
写
。

「
た
く
さ
ん
の
笑
顔
に
出
会
え
る

よ
う
に
踊
り
続
け
て
い
き
た
い
」

と
締
め
く
く
っ
て
い
ま
す
。

　
谷
地
村
さ
ん
の
「
パ
プ
リ

カ
に
込
め
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

は
佳
作
を
受
賞
。
パ
プ
リ
カ

栽
培
の
手
伝
い
を
し
な
が
ら

そ
の
生
長
を
見
つ
め
、
黙
々

と
働
く
両
親
へ
感
謝
の
気
持

ち
を
綴
っ
て
い
ま
す
。

　
二
人
は
受
賞
報
告
の
た
め

一
戸
宗
雄
校
長
ら
と
12
月
10

日
、
須
藤
村
長
の
も
と
を
訪

問
。
師
匠
か
ら
受
け
継
い
だ

手
踊
り
を
次
の
世

代
へ
伝
え
て
い
き

た
い
と
い
う
佐
藤

さ
ん
は
「
た
く
さ

ん
書
き
た
い
こ
と

が
あ
り
全
体
の
組

み
立
て
に
苦
労
し
た
。

優
秀
賞
は
と
て
も
う
れ

し
い
」
と
は
に
か
ん
だ

表
情
。
谷
地
村
さ
ん
は

「
こ
の
感
激
を
忘
れ
ず

に
来
年
も
ぜ
ひ
応
募
し

た
い
」
と
次
作
へ
の
意

欲
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
「
二
人
の
文
章
の
行

間
か
ら
将
来
へ
の
夢
と

理
想
の
家
族
が
垣
間
見

え
る
」
と
報
告
を
受
け

た
須
藤
村
長
。
受
賞
に
ふ
さ
わ
し

い
立
派
な
作
品
」
と
称
え
て
い
ま

し
た
。

　
佐
藤
さ
ん
は
今
年
の
中
学
生
人

権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
青
森
県
大
会

（
法
務
省
主
催
）
で
も
入
賞
。「
み

ん
な
で
声
を
か
け
合
っ
て
」
と
題

し
た
作
品
で
優
秀
賞
に
輝
き
、
合

わ
せ
て
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
校
は
昨
年
も
近
田
幸
司
君

（
当
時
３
年
）
が
同
コ
ン
ク
ー
ル

で
優
秀
賞
を
受
賞
し
て
お
り
２
年

連
続
の
喜
び
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
21
年
第
４
回
新
郷
村
議
会
定
例
会

左から工藤教諭、佐藤菜々子さん、須藤村長、谷地村冴希さん、一戸校長

優秀賞に佐藤菜々子さん
　　　　佳作に谷地村冴希さん

東北電力中学生作文コンクール



４

　
あ
い
あ
い
学
級
（
家
庭
教
育
学

級
）
で
は
、
11
月
27
日
、
佐
藤
章

子
さ
ん（
堂
ケ
前
）を
講
師
に
「
豆

し
と
ぎ
」
づ
く
り
の
実
習
を
実
施

し
ま
し
た
。
今
回
は
佐
藤
さ
ん
の

好
意
で
自
宅
で
の
開
催
。
レ
シ
ピ

に
基
づ
き
、
昔
な
が
ら
の
餅
つ
き

機
械
を
活
用
し
て
青
豆
二
升
、
黒

豆
四
升
を
使
用
し
、
豆
し
と
ぎ
づ

く
り
を
し
ま
し
た
。

　
完
成
し
た
豆
し
と
ぎ
を
試
食
し

た
11
名
の
参
加
者
は
ほ
ん
の
り
し

た
甘
さ
を
笑
顔
で
味
わ
っ
て
い
ま

し
た
。

　
11
月
18
日
、
荻
沢

義
男
さ
ん
（
扇
ノ
沢
）

が
県
知
事
の
推
薦
を

受
け（
社
）大
日
本
農

会
（
総
裁
　
桂
宮
宜

仁
親
王
殿
下
）
よ
り

農
事
功
績
者
表
彰
の

緑
白
綬
有
功
章
を
受

章
し
ま
し
た
。
農
事

功
績
者
表
彰
は
農
業

分
野
に
お
け
る
功
績

顕
著
な
者
等
に
対
し
、

明
治
27
年
以
来
、
総

裁
の
御
名
を
も
っ
て

表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
71
才
の
荻
沢
さ
ん
は
戸
来
中
学

校
卒
業
後
、
農
業
に
従
事
。
現
在

は
息
子
さ
ん
夫
婦
と
一
緒
に
輪
ぎ

く
50
ア
ー
ル
、
水
稲
54
ア
ー
ル
、

苗
物
３
ア
ー
ル
を
作
付
け
し
、
こ

れ
ま
で
農
林
水
産
大
臣
賞
、
農
林

水
産
省
園
芸
局
長
賞
等
、
数
々
の

栄
誉
に
輝
い
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
輪
ぎ
く
栽
培
の
寒
冷
地

で
の
長
期
継
続
出
荷
技
術
を
確
立

す
る
と
と
も
に
、
地
域
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
に
ん
に
く
及
び
な
が
い
も

産
地
の
基
盤
づ
く
り
、「
乙
女
の
菊
」

ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
と
輪
ぎ
く
産
地

の
形
成
に
貢
献
し
た
こ
と
が
評
価

さ
れ
た
も
の
で
本
村
か
ら
の

受
章
は
初
め
て
の
快
挙
。

　
石
垣
記
念
ホ
ー
ル
（
東
京

都
港
区
）
で
行
わ
れ
た
表
彰

式
に
は
全
国
か
ら
61
人
が
列

席
。
青
森
県
か
ら
た
だ
一
人

選
ば
れ
た
荻
沢
さ
ん
は
夫
人

の
政
子
さ
ん
を
同
伴
し
て
前

日
に
上
京
し
式
に
臨
み
ま
し

た
。
経
営
部
門
ご
と
に
行
わ

れ
た
表
彰
で
は
花
き
グ
ル
ー

プ
の
代
表
者
と
し
て
武
政
邦

夫
大
日
本
農
会
会
長
よ
り
副

賞
を
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
12
月
１
日
、
喜
び
の
報
告

の
た
め
須
藤
村

長
の
も
と
を
訪

れ
た
荻
沢
さ
ん

は
「
こ
の
受
章

を
励
み
に
さ
ら

に
改
善
を
図
っ

て
い
き
た
い
」

と
経
営
に
新
た

な
意
欲
。
政
子

さ
ん
は
「
私
達

だ
け
の
受
章
で

は
な
い
と
思
っ

て
い
る
。
支
援

を
頂
い
て
い
る

村
や
農
協
、
普

及
指
導
室
、
集

落
等
、
全
て
の
関
係
者
の
お
か
げ

で
す
」
と
周
囲
へ
深
謝
の
意
を
強

調
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
業
績
を
高
く
評
価

し
て
い
る
須
藤
村
長
は
労
を
ね
ぎ

ら
い
な
が
ら
「
受
章
は
夫
婦
の
多

年
に
わ
た
る
努
力
が
報
わ
れ
た
結

果
」
と
賞
賛
し
、「
村
の
誇
り
で

も
あ
り
、
本
村
の
産
業
振
興
に
更

に
力
を
貸
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
協
力
を
要
請
し
ま
し
た
。

　
二
人
は
12
月
８
日
に
県
庁
を
訪

れ
、
農
林
水
産
部
長
へ
も
受
章
の

経
緯
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

：

ホ
ッ
と
す
る

　
　
　
美
味
し
さ

荻沢義男さん　緑白綬有功章を受章
（社）大日本農会農事功績者表彰
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勤
労
感
謝
の
日
を
前
に
し
た
11

月
20
日
、
し
ん
ご
う
保
育
園
で
は

診
療
所
、
駐
在
所
等
、
村
内
の
事

業
所
９
ヵ
所
を
訪
問
し
、
手
作
り

の
平
成
22
年
版
カ
レ
ン
ダ
ー
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　
西
分
遣
所
に
は
本
園
11
名
、
分

園
４
名
の
さ
く
ら
組
15
名
が
訪
問
。

園
児
の
代
表
は
若
宮
茂
消
防
士
長

へ
「
い
つ
も
お
仕
事
ご
く
ろ
う
さ

ま
で
す
」
と
労
い
の
こ
と
ば
を
か

け
、
園
児
の
写
真
26
枚
が
掲
載
さ

れ
た
７
枚
綴
り
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を

手
渡
し
ま
し
た
。

　
村
消
防
団
は
平
成
21
年
11
月
29

日
（
日
）
及
び
12
月
６
日
（
日
）

の
両
日
、
一
般
家
庭
防
火
診
断
書

に
基
づ
き
村
内
各
家
庭
を
巡
回
し

防
火
診
断
を
実
施
し
た
結
果
、
下

記
の
指
摘
事
項
に
つ
い
て
速
や
か

な
交
換
、
改
修
等
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

１
　
火
災
警
報
器
の
設
置
に
つ
い

て

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が

義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。
新
築
住
宅

は
平
成
18
年
６
月
１
日
か
ら
、
既

存
住
宅
に
つ
い
て
も
平
成
20
年
６

月
１
日
か
ら
設
置
が
必

要
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
村
内
を
巡
回
調

査
し
た
結
果
、
７
１
６

件
中
（
不
在
家
庭
を
除

く
）
６
８
２
件
で
設
置

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

設
置
率
は
95
・
３
％
と

な
り
ま
し
た
。

　
火
災
か
ら
大
切
な
家

族
の
命
を
守
る
た
め
、

自
分
自
身
の
命
を
守
る

た
め
、
未
設
置
の
家
庭

に
お
い
て
は
、
速
や
か

に
設
置
を
し
ま
し
ょ
う
。

２
　
消
火
器
に
つ
い
て

　
普
及
率
は
、
前
回
の
88
％
に
比

べ
92
％
と
上
昇
し
ま
し
た
。
耐
用

年
数
が
過
ぎ
て
、
腐
食
が
み
ら
れ

る
も
の
は
交
換
が
必
要
で
す
。

３
　
ガ
ス
器
具
及
び
Ｌ
Ｐ
Ｇ
の
管

理
に
つ
い
て

　
ゴ
ム
ホ
ー
ス
の
損
傷
は
見
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
ガ
ス
漏
れ
警
報

器
の
未
設
置
が
１
０
０
件
（
約
14

％
）
み
ら
れ
、
普
及
率
は
86
％
と

前
回
と
同
ポ
イ
ン
ト
で
し
た
。

４
　
電
気
配
線
に
つ
い
て

　
タ
コ
足
配
線
が
10
件
、
配
線
の

老
朽
化
が
１
件
あ
り
ま
し
た
。

５
　
石
油
ス
ト
ー
ブ
、
燃
料
（
灯

油
）
の
管
理
に
つ
い
て

　
周
囲
の
整
理
整
頓
不
充
分
９
件
、

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
固
定
不
良
９
件
、

タ
バ
コ
吸
殻
等
安
全
確
認
不
充
分

が
１
件
あ
り
ま
し
た
。

職
場
を
訪
問

　
　
プ
レ
ゼ
ン
ト

新
郷
村
一
般
家
庭
防
火
診
断
実
施
結
果
概
要
報
告

（指導件数）各 分 団 別 防 火 診 断 状 況

１．設置されている

分 団 地 域 名

実 施 件 数
実施世帯数

１分団 ２分団 ３分団 ４分団 ５分団 ６分団 ７分団 ８分団

金ケ沢

１６０

７３

１４７

１３

１６０

１４４

１６

１６０

５２

５２

３

３ ０

１

１

７３

４４

７３

７３

６８

５

７３

６

６

１

３

４

５

６６

２５

６６

６６

６１

５

６６

１５

１５

４

１

２

２

０

２７

１２

２６

２７

１

２２

５

２７

３

３

５

０

３

１２６

２２

１２３

１２６

３

１２０

６

１２６

１７

１７

３

３

９

１

０

４４

４

４２

４４

２

４０

４

４４

２

２

０

０

７８

２１

７５

７８

３

７２

６

７８

３

３

０

０

１４２

４８

１３０

１４２

１２

１３５

７

１４２

２

２

２

２

１１

１０

１

７１６

２４９

６８２

７１６

３４

６６２

５４

７１６

１００

０

１００

１８

８

１

９

西　越 間明田 中　崎 小　坂 田　中 扇　沢 川　代
合　計

不 在 件 数

住宅用火災警報器

２．未設置

合　　　　　計

消　火　器

１．設置されている

２．未設置

合　　　　　計

ガス器具、ＬＰＧの管理

１．ゴムホース損傷

２．ガス漏れ警報器未設置

合　　　　　計

電 気 関 係

１．タコ足配線

２．配線の老朽化

合　　　　　計

石油ストーブ、燃料管理

１．周囲の整理整頓

２．ホームタンクの固定不良

３．タバコ吸殻等安全確認

合　　　　　計



６

村総合福祉センターで行われた意見交換会（６月２４日）

　
十
和
田
地
域
広
域
事
務

組
合
ご
み
有
料
化
等
検
討

委
員
会
は
、
平
成
20
年
６

月
に
ご
み
の
減
量
化
や
適

正
処
理
を
推
進
す
る
た
め

に
家
庭
ご
み
の
有
料
化
な

ど
を
検
討
す
る
目
的
で
設

置
さ
れ
、
10
月
ま
で
に
12

回
の
委
員
会
を
開
催
し
検

討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

こ
の
間
、
中
間
提
言
を
公

表
し
、
そ
の
後
の
意
見
交

換
会
な
ど
で
寄
せ
ら
れ
た

意
見
を
踏
ま
え
て
議
論
を

重
ね
、
最
終
提
言
を
と
り

ま
と
め
ま
し
た
。

　
こ
の
提
言
で
は
、「
ご

み
の
減
量
・
分
別
排
出
の

徹
底
・
リ
サ
イ
ク
ル
」
に

取
り
組
む
地
域
社
会
の
構

築
に
向
け
、
家
庭
ご
み
の

減
量
化
に
よ
り
最
終
処
分

場
の
延
命
を
図
る
具
体
的

な
方
策
を
提
示
し
て
い
ま

す
。

　
住
民
の
方
々
に
は
次
の

項
目
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
ご
み
の
減
量
・
リ
サ
イ

ク
ル
へ
の
協
力

◇
分
別
排
出
の
徹
底

◇
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
活
動

・
分
別
排
出
補
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
生
ご
み
の
堆
肥
化

・
分
別
に
関
す
る
講
習
会
の
開
催

・
学
校
等
で
の
環
境
教
育
に
対
す

る
協
力

・
資
源
集
団
回
収
へ
の
積
極
的
な

協
力

※
「
ご
み
の
減
量
化
等
に
向
け
た

方
策
に
つ
い
て
」
最
終
提
言
の

詳
細
は
、
事
務
組
合
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.net.pref.aom

ori.jp/to
w

ada-kjs/yuryoka.htm
l

■
問
い
合
わ
せ
先

十
和
田
地
域
広
域
事
務
組
合
業

務
課

　
℡
０
１
７
６
―

28
―

２
６
５
４

　
村
は
県
健
康
福
祉
部
と
連
携
し
、

自
殺
予
防
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
昨
年
１
年
間
の
自
殺
者
数
は
全

国
で
お
よ
そ
３
万
人
。
青
森
県
は

４
７
３
人
で
全
国
で
も
高
い
水
準

に
あ
り
ま
す
。

　
対
策
の
一
環
と
し
て
12
月
12
日
、

美
郷
館
に
お
い
て
「
『
こ
こ
ろ
の

健
康
づ
く
り
教
室
』
と
『
お
日
様

キ
ャ
ラ
バ
ン
』
」
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
お
よ
そ
１
３

０
人
の
参
加
者
に
須
藤
村
長
が

「
大
切
な
人
を
失
っ
て
は
な
ら
な

い
。
自
殺
予
防
事
業
の
継
続
的
な

推
進
に
更
に
取
り
組
ん
で
い
く
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
２
部
構
成
。

　
第
１
部
で
は

「
う
つ
病
の
正

し
い
理
解
と
そ

の
対
応
」
―
ど

う
し
て
な
ま
け

て
見
え
る
の
？

―
と
題
し
、
八

戸
赤
十
字
病
院

精
神
科
副
部
長

渡
邉
温
知
氏
に

よ
る
講
演
。
渡

邉
氏
は
う
つ
病

は
病
気
で
あ

る
。
家
族
、
周

囲
の
支
援
・
理

解
が
大
切
だ
と

訴
え
ま
し
た
。

　
第
２
部
で
は

「
弘
前
劇
場
」

に
よ
る
演
劇

「
お
日
様
の
匂
い
」
の
上
演
。
物

語
は
津
軽
の
古
い
農
家
の
土
間
を

舞
台
に
、
そ
の
家
族
や
家
族
を
取

り
ま
く
人
々
と
訪
ね
て
き
た
養
蜂

家
の
男
が
織
り
な
す
お
芝
居
。
10

名
の
出
演
者
が
軽
妙
に
演
じ
る
ス

テ
ー
ジ
に
参
加
者
は
生
き
る
こ
と

の
大
切
さ
と
命
の
大
切
さ
を
感
じ

取
っ
て
い
ま
し
た
。

ごみの減量化等に向けた方策について　　－最終提言の概要－

「
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
教
室
」
と

　
　
　
　
　
　
「
お
日
様
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
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酪農発祥の村から発信する
味わい豊かな「飲むヨーグルト」

そして「薫り立つ牛乳」

　
新
郷
村
ふ
る
さ
と
活
性
化
公
社

で
は
12
月
１
日
よ
り
新
郷
郵
便
局

と
連
携
し
「
ゆ
う
パ
ッ
ク
」
を
活

用
し
た
ギ
フ
ト
サ
ー
ビ
ス
を
始
め

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
ギ
フ
ト
商
戦
が
白
熱
す

る
年
末
年
始
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ

ー
の
時
季
を
視
野
に
入
れ
た
２
月

26
日
ま
で
の
期
間
限
定
の
ス
ペ
シ

ャ
ル
プ
ラ
イ
ス
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
。

　
今
回
の
商
品
は
４
種
類
。
い
ず

れ
も
お
得
な
価
格
設
定
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
申
込
み
は
新
郷
郵
便
局
を
は
じ

め
、
三
戸
郡
内
及
び
八
戸
市
内
の

郵
便
局
窓
口
に
用
意
し
て
あ
る
専

用
申
込
書
に
必
要
事
項
を
書
き
込

み
、
代
金
と
一
緒
に
郵
便
窓
口
へ

提
出
。
希
望
の
配
送
時
間
帯
を
選

ぶ
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
全
て
の
商
品
が
新
郷
村
産
生
乳

を
１
０
０
％
使
用
し
、
生
乳
は
一

酪
農
家
の
朝
搾
り
た
て
で
す
。

【
商
品
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
】

　
新
郷
村
ふ
る
さ
と
活
性
化
公
社

　
℡
78
―

２
５
１
１

【
ゆ
う
パ
ッ
ク
・
申
込
み
等
に
関

　
す
る
問
い
合
わ
せ
】

　
新
郷
郵
便
局
℡
78
―

３
０
６
０

　
せ
せ
ら
ぎ
学
級
は
12
月
７
日
、

14
日
、
美
郷
館
に
お
い
て
「
着
付

け
教
室
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
着
物
を
自
分
で
着
付
け
で
き
る

こ
と
を
ね
ら
い
と
し
、
美
容
師
の

倉
橋
美
智
子
さ
ん
（
金
ケ
沢
）
を

講
師
に
迎
え
、
基
本
と
な
る
下
着

の
つ
け
方
か
ら
帯
結
び
ま
で
学
び

ま
し
た
。

　
講
師
の
ポ
イ
ン
ト
を
つ
か
ん
だ

ア
ド
バ
イ
ス
は
わ
か
り
や
す
く
、

参
加
者
20
名
は
文
庫
結
び
か
ら
二

重
太
鼓
ま
で
挑
戦
し
、
会
場
は
華

や
か
さ
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

特選乳製品をゆうパックでお届け
新郷村ふるさと活性化公社

酪農発祥の村から発信する
味わい豊かな「飲むヨーグルト」

そして「薫り立つ牛乳」

商品番号 商 品 名 代　金内 容 量

２００１－
６３１－１

飲むヨーグルト
スタンダードセット

２，４００円スタンダード ９００P×３

２００１－
６３１－２

飲むヨーグルト
ザ・プレミアムセット

２，９００円ザ・プレミアム ９００P×３

２００１－
６３１－３

飲むヨーグルト
スタンダード＆

ザ・プレミアムセット
４，８００円

スタンダード ９００P×３
ザ･プレミアム ９００P×３

２００１－
６３１－４

飲むヨーグルト＆
牛乳セット ２，８００円

スタンダード＆ザ・プレミアム
９００P 各１

薫り立つ牛乳 ９００P×１

（送料・消費税込）

さ
っ
と
着
付
け
て

　
　
ぐ
っ
と
美
し
く



８

工藤主事（左）と横手さん（右）

　
平
成
23
年
７
月
ま
で
の
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
（
地
デ
ジ
）
全
面
移

行
に
向
け
て
、
総
務
省
に
よ
る
「
地

デ
ジ
説
明
会
」
が
12
月
２
日
と
３

日
、
村
内
４
地
区
の
公
共
施
設
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
省
の
技
術
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
ら

が
現
行
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
よ
り
映

像
が
鮮
明
に
な
る
地
デ
ジ
の
特
長

や
視
聴
方
法
等
に
つ
い
て
説
明
。

　
ま
た
、
地
デ
ジ
に
関
す
る
誤
情

報
や
不
十
分
な
情
報
に
基
づ
い
た

悪
質
商
法
へ
の
注
意
を
促
し
て
い

ま
し
た
。

　
高
齢
者
教
室
は
11
月
26
日
、
シ

ニ
ア
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
を
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
講
師
は
明
治
乳
業
管

理
栄
養
士
の
中
屋
さ
ん
。
レ
シ
ピ

の
確
認
を
し
、
５
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
鶏
の
つ
み
れ
汁
他
、

３
品
を
実
習
し
ま
し
た
。

　
会
話
も
弾
み
、
作
っ
た
こ
と
が

な
い
メ
ニ
ュ
ー
に
驚
き
な
が
ら
、

楽
し
い
雰
囲
気
の
な
か
調
理
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
12
月
６
日
、
弘
果
・
弘
前
中
央

青
果
特
設
会
場
に
お
い
て
良
質
な

堆
肥
を
競
う
「
あ
お
も
り
堆
き
ゅ

う
肥
品
評
会
」
（
県
畜
産
協
会
主

催
）
が
開
催
さ
れ
、
本
村
の
「
有

機
資
源
セ
ン
タ
ー
新
郷
」
が
「
土

作
り
系
堆
肥
部
門
」
で
優
秀
賞
に

輝
き
ま
し
た
。

　
県
内
か
ら
29
点
が
出
品
。
同
セ

ン
タ
ー
の
堆
肥
は
外
観
、
臭
気
、

発
芽
試
験
等
、
７
つ
の
審
査
項
目

全
て
に
高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。

　
表
彰
式
に
は
産
業
グ
ル
ー
プ
の

工
藤
正
博
主
事
と
セ
ン
タ
ー
職
員

の
横
手
英
幸
さ
ん
が
出
席
。
二
人

は
「
循
環
型
農
業
を
更
に
推
進
し

た
い
」
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い

ま
し
た
。

　
11
月
24
日
、
第
19
回
交
通
安
全

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
交
対
協
主

催
）
が
美
郷
館
で
開
催
さ
れ
、
老

人
ク
ラ
ブ
４
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま

し
た
。
お
昼
に
は
交
通
安
全
母
の

会
ら
に
よ
る
豚
汁
が
振
舞
わ
れ
、

和
や
か
に
歓
談
し
て
い
ま
し
た
。

　
競
技
に
先
立
ち
、
田
中
正
義
五

戸
警
察
署
長
に
よ
る
講
話
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
。

◇
団
体
の
部
　
優
勝
―

戸
来
　
２
位
―

川

代
　
３
位
―

西
越
　
４
位
―

小
坂
　
◇
個

人
の
部
　
優
勝
―

村
井
ツ
マ
　
２
位
―

畑

中
み
つ
子
　
３
位
―

川
口
き
よ

　
新
郷
温
泉
館
で
は
Ｐ
Ｒ
事
業
の

一
環
と
し
て
「
朝
市
工
房
福
ふ
く
」

と
協
賛
し
「
布
ぞ
う
り
教
室
」
を

12
月
14
日
、
同
館
で
実
施
し
ま
し

た
。
村
内
や
二
戸
市
か
ら
13
人
が

参
加
。
同
工
房
の
a
橋
悦
子
代
表

等
４
名
の
ス
タ
ッ
フ
の
指
導
を
受

け
て
、
色
と
り
ど
り
の
布
ぞ
う
り

を
仕
上
げ
ま
し
た
。

　
お
昼
に
は
地
元
食
材
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
っ
た
き
の
こ
炊
き
込
み
御

飯
と
イ
ワ
ナ
ひ
っ
つ
み
汁
を
堪
能
。

終
了
後
は
同
館
自
慢
の
湯
で
疲
れ

を
癒
し
て
い
ま
し
た
。

優
秀
賞
を

　
　
　 

受
賞

優
秀
賞
を

　
　
　 

受
賞

優
秀
賞
を

　
　
　 

受
賞

「
地
デ
ジ
説
明
会
」

　
　
　
　
を
実
施

25
名
が

　
　
楽
し
く
実
習

交
通
マ
ナ
ー
を

　
　
　
守
り
ま
す

足
も
と
か
ら

　
「
福
」
を
呼
び

　
　
　
心
は
ポ
カ
ポ
カ
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十
和
田
地
域
広
域
事
務
組
合

「
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
書
」
受
付

十
和
田
地
区
環
境
整
備
事
務

組
合
「
指
名
競
争
入
札
等
参

加
資
格
審
査
申
請
書
」
受
付

平
成
22
年
度
新
郷
村
消
費
者

相
談
員
育
成
講
座
受
講
生
募
集

し
ょ
う
ぼ
う
情
報

●
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
な
い

と
ど
う
な
る
の

　
「
年
金
」
と
い
う
と
「
お
年
寄
り

の
た
め
の
も
の
」
と
思
い
が
ち
で

す
が
、
若
い
人
に
と
っ
て
も
意
外

と
身
近
な
も
の
で
す
。
老
後
だ
け

で
な
く
、
万
が
一
の
と
き
に
も
あ

な
た
や
あ
な
た
の
ご
家
族
を
し
っ

か
り
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
の
が

国
民
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
で
す
。

　
国
民
年
金
の
給
付
の
種
類
は
大

き
く
分
け
て
３
種
類
で
す
。
基
本

的
に
、
65
歳
に
な
っ
た
と
き
に
支

給
さ
れ
る
「
老
齢
基
礎
年
金
」
の

ほ
か
、
ケ
ガ
や
病
気
に
よ
り
日
常

生
活
に
一
定
程
度
以
上
の
支
障
が

あ
る
場
合
に
支
給
さ
れ
る
「
障
害

基
礎
年
金
」
、
妻
と
子
を
残
し
て

夫
が
亡
く
な
っ
た
場
合
な
ど
に
支

給
さ
れ
る
「
遺
族
基
礎
年
金
」
が

あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
を
納
め
な
い
ま
ま
で
い

ま
す
と
「
老
齢
基
礎
年
金
」
の
年

金
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
場
合

に
よ
っ
て
は
年
金
を
受
け
ら
れ
な

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、「
障

害
基
礎
年
金
」
や
「
遺
族
基
礎
年

金
」
も
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
年
金
は
、

保
険
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
期
間
の
う
ち
、
基
準
以
上
の

「
保
険
料
未
納
期
間
」
が
あ
れ
ば

受
給
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

る
か
ら
で
す
。

　
保
険
料
の
納
付
に
は
、
納
め
忘

れ
を
防
ぎ
、
便
利
で
お
得
な
「
口

座
振
替
」
や
「
前
納
制
度
（
ま
と

め
て
前
払
い
）」
が
あ
り
ま
す
し
、

も
し
、
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
納

付
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
は
「
保

険
料
免
除
制
度
」
、
30
歳
未
満
の

方
に
は
「
若
年
者
納
付
猶
予
制

度
」
、
学
生
の
方
に
は
「
学
生
納

付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。「
保

険
料
免
除
制
度
」、「
若
年
者
納
付

猶
予
制
度
」、「
学
生
納
付
特
例
制

度
」
を
ご
利
用
さ
れ
た
場
合
、
そ

の
期
間
は
、
い
わ
ゆ
る
「
保
険
料

未
納
期
間
」
と
は
区
別
さ
れ
、「
受

給
資
格
期
間
」
と
さ
れ
ま
す
の

で
、
年
金
の
受
給
権
の
確
保
に
有

効
で
す
。

　
「
保
険
料
未
納
期
間
」
を
作
ら

な
い
よ
う
、
口
座
振
替
や
前
納
制

度
、
保
険
料
免
除
制
度
な
ど
を
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
八
戸
社
会
保
険
事
務
所

　
℡
０
１
７
８
―

43
―

７
３
６
９

◇
申
請
区
分
及
び
有
効
年
度

①
物
品
の
製
造
請
負
、
売
買
ま

た
は
役
務
提
供
等

　
平
成
22
・
23
年
度
分

②
建
設
工
事
ま
た
は
測
量
・
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等

　
　
平
成
22
年
度
分

※
②
は
中
間
年
の
受
付
と
な
り
ま

す
。
平
成
21
年
受
付
期
間
に
申

請
さ
れ
た
方
は
不
要
で
す
。

◇
提
出
書
類

統
一
様
式
ま
た
は
組
合
指
定
様

式
（
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

ら
ん
く
だ
さ
い
）

◇
受
付
期
間

　
１
月
15
日
〜
２
月
15
日

　
十
和
田
地
域
広
域
事
務
組
合
総

務
課

　
℡
０
１
７
６
―

20
―

８
１
０
０ 

　

◇
申
請
区
分
お
よ
び
有
効
年
度

①
物
品
及
び
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト

　
　
平
成
22
年
度
分

※
平
成
21
年
２
月
に
申
請
し
た
方

は
不
要
で
す
。

　
②
建
設
工
事

　
　
平
成
22
年
度
分

◇
提
出
書
類

統
一
様
式
ま
た
は
組
合
指
定
様

式
（
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

ら
ん
く
だ
さ
い
）

◇
受
付
期
間

　
１
月
15
日
〜
２
月
15
日

問
十
和
田
地
区
環
境
整
備
事
務
組

合
　
℡
０
１
７
６
―

55
―

２
１
７
８

Ｈ 
http://w

w
w
6.ocn.ne.jp/̃kansei 6/

◇
採
用
人
数
　
　
１
人

◇
希
望
条
件

新
郷
村
の
住
民
で
消
費
者
問
題

に
関
心
が
あ
り
、
50
回
の
講
座

に
連
続
し
て
参
加
で
き
る
人
。

受
講
後
は
、
新
郷
村
消
費
者
相

談
員
と
し
て
活
動
で
き
る
人
。

◇
申
込
締
切

　
平
成
22
年
２
月
27
日

申
・
問
　
住
民
グ
ル
ー
プ

　
　
℡
78
―

２
１
１
１

年
末
・
年
始
に
お
け
る
警
戒

12
月
20
日
か
ら
１
月
10
日
ま
で

　
今
年
も
年
末
年
始
に
お
け
る
警

戒
を
実
施
し
ま
す
。
慌
た
だ
し
い

時
季
と
な
り
、
火
の
取
り
扱
い
が

お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
な
こ
と
か

ら
、
各
地
で
火
災
な
ど
の
災
害
が

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
年
末
年
始
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

皆
さ
ん
、
火
の
取
り
扱
い
に
は
十

分
注
意
し
て
、
災
害
の
な
い
楽
し

い
年
末
年
始
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

住
宅
防
火
　
い
の
ち
を
守
る

　
　
　
　
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

３
つ
の
習
慣

◇
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

◇
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

る
。

◇
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を
消
す
。

http://w
w

w
.net.pref.aom

ori.jp/
tow

ada-kjs/

問

問問

問

Ｈ

Ｈ

申

年
金
だ
よ
り

お
知
ら
せ

　
―

問
い
合
わ
せ
　
　
―

申
し
込
み

　
―

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
―
フ
ァ
ッ
ク
ス

問Ｈ

申Ｆ
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４
つ
の
対
策

◇
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

◇
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防

炎
品
を
使
用
す
る
。

◇
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設

置
す
る
。

◇
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

問
　
五
戸
消
防
署
西
分
遣
所

　
　
℡
78
―

２
１
１
９

◇
日
時
　
平
成
22
年
１
月
29
日

◇
会
場
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

◇
対
象
　
受
付
時
間

　
▽
乳
児

　
　
午
後
１
時
10
分
〜
午
後
１
時
30
分

　
▽
１
歳
６
ヶ
月
児

　
　
午
後
１
時
〜
午
後
１
時
20
分

　
▽
２
歳
児

　
　
午
後
１
時
〜
午
後
１
時
20
分

・
母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
を
持

参
く
だ
さ
い
。

・
対
象
者
に
は
個
別
通
知
し
ま
す
。

問
　
厚
生
グ
ル
ー
プ

　
　
℡
61
―

７
５
５
５

　
村
で
は
経
済
的
理
由
に
よ
り
修

学
困
難
で
優
秀
な
学
生
の
保
護
者

に
対
し
、
奨
学
金
を
貸
与
し
て
い

ま
す
。

　
対
象
と
な
る
学
校
や
、
貸
与
さ

れ
る
金
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
公
、
私
立
高
等
学
校

月
額
２
万
円
以
内

◇
国
立
高
等
専
門
学
校

月
額
２
万
円
以
内

◇
公
、
私
立
大
学月

額
６
万
円
以
内

◇
公
、
私
立
短
期
大
学

月
額
６
万
円
以
内

　
貸
付
金
予
算
の
関
係
上
、
早
め

に
貸
与
希
望
者
を
把
握
す
る
必
要

が
あ
り
、
次
の
期
間
に
受
付
け
し

ま
す
。
予
約
申
込
書
は
教
育
委
員

会
に
あ
り
ま
す
の
で
、
お
手
数
で

も
教
育
委
員
会
ま
で
お
越
し
願
い

ま
す
。

　
な
お
、
申
込
み
後
に
つ
い
て
は

進
学
す
る
学
校
の
合
格
通
知
書
等

関
係
書
類
を
提
出
し
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

　
平
成
22
年
１
月
12
日
〜

　
２
月
19
日
ま
で

※
受
付
期
間
終
了
後
の
申
込
み
は

で
き
ま
せ
ん
。

問
・
申
　
教
育
委
員
会

　
　
℡
78
―

２
１
１
１

◇
小
学
校
１
年
生
〜
３
年
生
ま
で

の
接
種
開
始
が
12
月
７
日
か
ら

と
な
り
ま
し
た
。
予
約
等
に
つ

い
て
は
、
す
で
に
配
布
に
な
っ

て
い
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

◇
小
学
校
４
年
生
〜
６
年
生
は
１

月
８
日
か
ら
接
種
が
開
始
さ
れ

ま
す
。
予
約
に
つ
い
て
は
、
学

校
を
通
じ
て
各
家
庭
に
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

◇
中
学
生
は
１
月
８
日
か
ら
接
種

が
開
始
さ
れ
ま
す
。
中
学
生
は

集
団
接
種
で
対
応
し
ま
す
。
詳

細
に
つ
い
て
は
、
学
校
を
通
じ

て
各
家
庭
に
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

◇
１
歳
未
満
の
保
護
者
は
12
月
25

日
か
ら
接
種
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

最
寄
り
の
医
療
機
関
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
　
厚
生
グ
ル
ー
プ

　
　
℡
61
―

７
５
５
５

　
社
会
保
険
庁
が
廃
止
さ
れ
、
新

た
に
「
日
本
年
金
機
構
」
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
。

◇
国
民
の
皆
様
の
信
頼
に
応
え
、

一
層
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
実
現

を
目
指
し
、
社
会
保
険
庁
は
組

織
・
人
員
を
一
新
し
、「
日
本

年
金
機
構
」
と
し
て
生
ま
れ
変

わ
り
ま
す
。

◇
現
在
あ
る
お
近
く
の
社
会
保
険

事
務
所
は
、
新
た
に
「
年
金
事

務
所
」
と
名
称
が
変
わ
り
ま
す

が
、
年
金
相
談
な
ど
の
窓
口
と

し
て
引
き
続
き
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

問
　
八
戸
社
会
保
険
事
務
所
　
　

　
　
℡
０
１
７
８
―

44
―

１
７
４
２

※
１
月
１
日
か
ら
「
八
戸
年
金
事

務
所
」
と
名
称
が
変
更
に
な
り

ま
す
。

　
青
森
県
特
定
（
産
業
別
）
最
低

賃
金
が
、
平
成
21
年
12
月
21
日
よ

り
、
以
下
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま

し
た
。（
い
ず
れ
も
時
間
額
）

◇
鉄
鋼
業
　
　
　
　
　
７
５
４
円

◇
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子

回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報

通
信
機
械
器
具
製
造
業６

９
３
円

◇
各
種
商
品
小
売
業
　
６
８
８
円

◇
自
動
車
小
売
業
　
　
７
２
５
円

　
な
お
、
青
森
県
で
働
く
全
て
の

労
働
者
及
び
使
用
者
に
適
用
さ
れ

る
「
青
森
県
最
低
賃
金
」
は
、
平

成
21
年
10
月
１
日
よ
り
、
時
間
額

６
３
３
円
に
改
正
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
　
青
森
労
働
局
労
働
基
準
部
賃

　
　
金
室

　
℡
０
１
７
―

７
３
４
―

４
１
１
４

　
放
送
大
学
で
は
、
平
成
22
年
度

第
１
学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放

送
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信

制
の
大
学
で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・

経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学

な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

出
願
期
間
は
平
成
22
年
２
月
28
日

ま
で
。

　
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

問
　
放
送
大
学
八
戸
サ
テ
ラ
イ
ト

　
　
ス
ペ
ー
ス

　
　
℡
０
１
７
８
―

70
―

１
６
６
３

問

問問

問問

申
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
情
報

４
月
生
募
集

「
日
本
年
金
機
構
」
が

１
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
！

必
ず
チ
ェ
ッ
ク

　
　
最
低
賃
金
！

奨
学
金
の
お
知
ら
せ

乳
幼
児
健
康
診
査
の

　
　
　
　
お
知
ら
せ

問問
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文
芸
コ
ー
ナ
ー

新
郷
俳
句
会

山
峡
に
詩
吟
朗
々
秋
の
暮
れ

長
　
峯
　
ユ
　
リ

里
の
山
色
増
す
日
々
や
秋
惜
し
む

福
　
山
　
康
　
子

一
人
居
の
陽
射
し
う
れ
し
や

柿
た
わ
わ

小
　
坂
　
良
　
子

椋
鳥
の
け
ふ
も
き
て
い
る
梢
か
な

鹿
　
島
　
と
　
わ

日
向
ぼ
こ
雲
も
せ
わ
し
き
急
ぎ
足

a
　
根
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むらのガイド
平成22年 睦 月

ガーネット（柘榴石）
― 友情・中実 ―

燃えるごみ収集日

［ 家 庭 ご み の 出 し 方 ］ を 参 考 に し て ご み を 出 し ま し ょ う

予防接種相談日　毎週月曜日　正午～午後５時まで　TE L 6 1－ 7 5 5 5

新郷村全域　月曜日・木曜日（祭日も収集します）

誕 生 石1
2010　JANUARY

日 月 火 水 木

●成人の日 がん検診・特定健
診（～18日）

特定健診（～23日）

特定健診（～30日）

特定健診（～16日）

資源ごみ（ビン・
ペットボトル等
２品目）収集日

燃えないごみ収集日
村小中学校スキー大会
乳幼児健康診査

消防団出初式

行政相談
新郷温泉館休館日

官庁仕事始め�
新郷温泉館休館日

4

2

3

11

9

10

●元旦

資源ごみ（ペット
ボトル等２品目）
収集日

村民憲章推進大会
「生涯学習フェス
ティバル」

1

18 19

16

17

特定健診（～９日）

資源ごみ（缶・新
聞等５品目）収集
日
３学期始業

5 7 86

23

新郷温泉館休館日

2524

31

21 22

3029

20

26 2827

12 14 1513

金 土

むつき
January



▲　佐藤　真理乃ちゃん　Ｈ20・11・１生
　（地区）西越
　（パパ）正人　　（ママ）千恵

かわいい笑顔のまりの。

やさしい素敵な女の子になあれ

さ とう ま り の

ぼ
く
と
わ
た
し
の
絵

○ 

し
ん
ご
う
保
育
園
の
部

193

下栃棚　愛実ちゃん（さくら組）

おとうさんといっしょににじをみ
たよ！ぼくはじめてにじをみたん
だよ！とってもきれいだった！また
みたいなぁ。

福田　真南くん（さくら組）

ままとぱぱと３にんでこまっこら
んどにいったよ。おひるはままが
つくってくれたおべんとう。おい
しかった！またみんなでいこうね！

長峯　　魁くん（さくら組）

ぱぱといっしょにそとでばすけっ
とをしたよ！ぼく、ごーるにしゅー
とできるよ！すごいでしょ？またや
りたいなぁ。

ながみね かい

畠山　啓介くん（さくら組）

さっかーのたいかいにでたよ。
いっしょうけんめいがんばったけど、
まけちゃった。くやしかったなぁ。
でも、とってもたのしかったよ！

はたけやま けい すけ しもとちたな まな みふく だ ま な

　新春恒例の新郷村消防団出初式が１月10日、午前
９時より金ケ沢通り、役場庁舎前で開催されます。
　消防団員が機械器具点検、分列行進を披露するな
どして士気を高めます。
　多数のご観覧をお待ちしています。
問  総務グループ　ＴＥＬ ７８－２１１１

＝ 高品質農産物の安定生産のため ＝

有機の里づくり を推進しよう

良質堆肥で収入ＵＰ！！　　　  　　

有機資源センター新郷　　　　　

問い合わせ先　TEL７８－３５５５

営 業 時 間　午前９時～午後４時
　　　　　　　（休日：毎週月曜日、年末年始）

12この広報紙は植林・森林認証取得木材を配合した紙を使用しています

平成２１年度あおもり推きゅう肥品評会

優秀賞受賞

人の動 き

男　1,500人（－２人）
女　1,591人（＋１人）
計　3,093人（－１人）

世帯数968世帯（±０世帯）
（平成21年11月30日現在）

新郷村消防団出初式開催！新郷村消防団出初式開催！新郷村消防団出初式開催！

パパとママ
のねがい
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